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稲敷地方広域市町村圏事務組合《令和２年度予算》

■問合せ　稲敷地方広域市町村圏事務組合☎０２９７－６４－３７４１、ホームページ（http://www.inashiki-kouiki.jp/）

◎住宅用火災警報器の設置は
　お済みですか？

◎救急車の適正利用に
　ご協力ください。

令和元年「消防ミニ白書」

菜
た
ね
花
咲
く
田
舎
の
春
は
蝶
を
お
伴
に
畑
仕
事　
　
　
　
　
　

篠
原
美
千
代

今
朝
は
そ
の
ま
ま
掃
か
ず
に
置
こ
う
散
っ
て
ま
ば
ゆ
い
椿
花　
　
　

門
脇
悠
美

花
粉
ウ
イ
ル
ス
収
ま
る
ま
で
は
ネ
コ
と
こ
た
つ
で
冬
ご
も
り　
　
　

石
戸
葎
華

忘
れ
な
草
の
押
し
花
は
さ
み
想
い
告
げ
ず
に
返
す
本　
　
　
　
　
　

山
崎
笑
子

弥
生
三
日
に
生
ま
れ
た
吾
子
の
桃
の
記
念
樹
真
っ
盛
り　
　
　
　
　

酒
川
夢
花

今
は
東
京
も
マ
ス
ク
の
波
で
花
の
銀
座
は
色
気
無
し　
　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

桃
花
雛
壇
祝
っ
た
孫
も
月
日
流
れ
て
母
と
な
る　
　
　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

母
の
や
さ
し
い
面
影
忍
び
桃
の
節
句
の
雛
飾
り　
　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

水
禍
乗
り
越
え
桜
の
土
手
の
花
芽
ほ
ん
の
り
紅
を
さ
す　
　
　
　
　

田
島
草
実

花
が
大
使
が
こ
ぼ
れ
る
笑
み
で
送
り
迎
え
の
梅
ま
つ
り　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

稼
ぎ
行
く
娘
が
別
れ
に
活
け
る
母
を
泣
か
せ
た
床
の
桃　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

三
つ
並
ん
だ
桃
色
イ
ス
の
春
の
バ
ス
停
客
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

桃
の
節
句
に
雛
壇
荒
し
そ
ん
な
娘
も
孫
を
抱
く　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

陽
ざ
し
春
め
き
か
わ
い
く
咲
い
た
孫
の
名
前
の
桃
の
花　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

娘
い
な
く
て
ひ
な
様
な
い
が
せ
め
て
生
け
よ
う
桃
の
花　
　
　
　
　

伊
藤
葉
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梅
や
桜
と
さ
そ
い
の
声
も
花
粉
こ
わ
く
て
家
の
中　
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﨑
泰
弘

桜
名
所
は
数
数
見
た
が
豪
華
絢
爛
花
絵
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
帰
っ
て
お
く
れ
花
が
咲
い
て
も
笑
え
な
い　
　
　

増
尾
青
蓮

孫
も
溢
れ
る
笑
顔
で
桃
の
花
と
嫁
入
り
し
あ
わ
せ
に　
　
　
　
　
　

山
岸
錦
洋

道
曲
り
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も
曲
り
て
梅
香
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安
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な
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の
南
瓜
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ど
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焼
き
や
三
月
三
晩
の
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と
寝
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

ウ
イ
ル
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で
世
界
が
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む
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海
道
民
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車
椅
子
そ
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と
踏
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ず
に
蕗
の
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澤
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ク
タ
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こ
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け
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を
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焼
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彼
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よ
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４月からスマートフォンアプリを利用した村税・保険料・公共料金の納付ができるようになりました。
専用のアプリを利用して、納付書のバーコードを読み取ることで、出かけることなく簡単・便利に納
付ができます。ぜひご利用ください。

スマホアプリで村税等のお支払いができます！スマホアプリで村税等のお支払いができます！スマホアプリで村税等のお支払いができます！

注意事項

・領収書は発行されません。アプリの利用履歴等でご確認ください。

・車検等で軽自動車税納税証明書（継続検査用）の発行をお急ぎの方は、
　金融機関やコンビニエンスストアなどでお支払いください。

・納付書にバーコードの印字がない場合や読み取れない場合、納期限を過ぎた場合、納付書１枚の金
　額が３０万円※を超える場合はご利用できません。（※ＬＩＮＥ　Ｐａｙの上下水道料のみ５万円。）

・村・県民税

・固定資産税

・軽自動車税

・国民健康保険税

・介護保険料

・後期高齢者医療保険料

・保育所利用者負担額

・雑草除去委託料

・上下水道料

■問合せ　収納課☎０２９－８８５－０３４０■問合せ　収納課☎０２９－８８５－０３４０

納付が可能な村税等 ご利用可能なスマートフォンアプリ

・詳しくは各アプリのガイドページをご覧ください。
＊ＱＲコードからアクセスできます。

・手数料はかかりません。ただし、通信料は利用者の
　負担となります。

いつでもどこでも
かんたん納付

！
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